
2026年度「海と灯台利活用チャレンジ事業」募集説明動画

〇アジェンダ

①「海と灯台プロジェクト」の紹介

②「海と灯台利活用チャレンジ事業」とは

③募集要項の説明

④応募資料について

⑤その他
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海と灯台プロジェクトとは

灯台を中心に地域の海の記憶を掘り起こし、

地域と地域、異分野と異業種、

日本と世界をつなぎ、

新たな海洋体験を創造していくプロジェクト です。
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「海と灯台プロジェクト」の目的・趣旨

1．航路標識としての役割が変化した灯台の存在意義や継承理由を正しく伝える

2．灯台が果たしてきた地域固有の役割や機能、存在価値を物語化する

3．灯台が持つ多様な価値と利活用の可能性について、戦略的に取り組む

→灯台を訪れる人を増やし 、海や周辺地域 への興味関心を高め る
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海と灯台利活用チャレンジ事業とは

「海と灯台利活用チャレンジ事業」 は、

全国各地の灯台を活用するイベント企画を募集し、

灯台利活用の可能性を広げる公募事業です。

灯台を訪れる人を増やし、海や周辺地域への興味関心を高めることを

目的としています。

【募集する事業】

以下①②に合致するイベント

　①対象灯台を１基以上設定し、

　　その灯台ならではの役割や存在意義、歴史、魅力等について

　　情報収集した上で、企画されたイベントであること。

　　また、参加者に灯台にまつわる学びや体験を提供するとともに、

　　広く世の中に発信するイベントであること。

　※注：灯台および周辺を単に会場として使うだけのイベントは対象外

　②参加者を、関係者外から広く募るイベントであること。

　※関係者によるイベント試行、勉強会等は対象外
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事例①
御前埼灯台150周年記念 風と灯台フェスティバル

御前埼灯台の初点灯150周年を
記念したイベント。

当日は約500名が来場し、
灯台の参観をはじめ、
イベントのシンボルとして「風」を
可視化する風車づくりの体験や、メッ
セージパネルコーナーなど、
灯台の歴史と地域の魅力を
体感できる催しが行われました。

詳細はこちら
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https://storyteller.box.com/s/lgve5fp2upkp1hp58apr2dg4k56xqppg


事例②
坊ノ岬灯台ウォーク

坊ノ岬灯台および周辺エリアの
観光価値増大を目的に、
ハイキングイベント
「坊ノ岬灯台ウォーク」を開催し、
全国から34名が参加。

参加者は、道中や灯台バルコニー
からの海の絶景を堪能。
また、講師から地域の歴史・地質・植
物などについて学ぶとともに、
灯台守やこの地を訪れた人々の物語
にふれるなど、盛りだくさんの
ハイキングを楽しみました。

詳細はこちら 6

https://storyteller.box.com/s/lgve5fp2upkp1hp58apr2dg4k56xqppg


事例③
演劇「わたしの人生の物語、つづく。」塩屋埼灯台編

今までにない新しい灯台利活用のアイデアもお待ちしてます。
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灯台を守り継いできた人たちの物語
や思いを演劇に昇華し、発信すること
で、後世に残すことを目的として企画
されました。

演劇の上演にあたり、塩屋埼灯台に
まつわる市民へのインタビューを実施
し、それをもとにオリジナル台本の作
成や演劇講座を実施しました。

詳細はこちら

https://storyteller.box.com/s/lgve5fp2upkp1hp58apr2dg4k56xqppg


募集要項：スケジュール

＜スケジュール＞

　　応募〆切　　　　　　　　　　 2026年6月30日（火） 17:00まで　※１

　　採択結果の通知・契約手続き　 2026年7月末

　　事業実施期間　　　　　　　　 2026年8月～2027年2月14日（日） 　※２

　　助成金の支払い　　　　　　　 2026年9月

　　事業完了の書類等提出　　　　イベント終了後 1ヵ月以内　※３

　　※１　必要書類を添付の上、

海と灯台プロジェクト事務局（ toudai＠umi-nippon.com）宛に

メールで送付ください

　　※２　審査の状況等により、開始日は前後します

　　※３　事業期間中および事業完了時の書類・提出物の詳細については、

　　　　　募集要項をご確認ください。
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募集要項：助成金・応募資格

＜助成金＞
1事業あたり110万円以内（税込）

※助成金の振込先の口座は、コンソーシアム名義ではなく、幹事社名義の口座でも構いません。

＜応募資格＞
以下のいずれかに該当する２つ以上の構成団体からなるコンソーシアムであること。
・法人格を持つ企業または団体
・地方自治体
・観光協会
・地域活性化事業等の実績を持つ任意団体

＜コンソーシアムの結成を求める理由＞
1つの団体からの知見だけでなく、異業種・異分野を巻き込み、
多種多様な視点を踏まえて、灯台の利活用の可能性を最大化するため。

※コンソーシアムへの参画有無に関わらず、
　事前に、対象の灯台がある自治体・海上保安部との調整は済ませてください。

△△△コンソーシアム

＜構成員＞
・株式会社Ａ
・Ｃ観光協会
・Ｄ市
・チームＥ
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＜提出物＞
（１）事業計画書（→フォーマット①）

（２）事業費内訳（上記フォーマット①内のシート「事業費内訳」）

（３）事業概要書（→フォーマット②）

（４）コンソーシアム協定書のコピー
　　（原則、指定フォーマット使用。構成団体全ての押印が必要。→フォーマット③
　　　指定フォーマットに変更が必要な場合には事前にご相談ください）

（５）任意提出：申請内容補助資料
　　（フォーマット自由。実施内容・体制の補足情報等）

応募に必要な書類
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https://storyteller.box.com/s/8vl26qtvh0r6rjrl2bm7uaq41xbcgrud
https://storyteller.box.com/s/zdnbg34pcvfmryi8vitcugcmfb3hk3pl
https://storyteller.box.com/s/0or3ca5n4p4zdyq4ytrbkxrdtx9k3qcg


応募に必要な書類：事業計画書

　◎事業内容
　（１）イベント名
　（２）開催目的
　（３）対象灯台の名前、所在地
　（４）対象灯台について
　（５）イベント内容
　（６）集客目標数
　（７）ターゲットと、集客・広報の手法
　（８）開催場所の名称・所在地
　（９）開催場所の使用に関する許諾について
　（10）屋外イベントの場合、荒天時の対応について
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　◎実施スケジュール

　◎事業の効果・将来性

　◎コンソーシアムまたは構成団体の
　　イベント、補助金・助成金の実績

※イベント内容は、「5W1H」を用いて、具体的にご記入ください。
　また、対象灯台にまつわる学びや体験を提供する内容であることを、
　分かりやすく記載してください



応募に必要な書類：事業費内訳

・青色セルのみに入力をお願いします。
（灰色セルには計算式が入っています。計算式は崩れないようにしてください。）

・「科目」については、募集要項内、
　「１０．対象となる経費」から選択してください。
　また、「１１．対象とならない経費」も併せてご確認ください。

・事業費内訳のページ下部に「記入例」を用意しています。
　こちらを参考にしてご記入ください。
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応募に必要な書類：事業概要書

開催目的やイベント概要を
端的にまとめて記載してください

◎開催目的

◎イベント概要

◎本事業の効果・将来性

◎参考画像　等

13※「事業計画書」との整合性を確認の上、作成ください。



参考情報：海と灯台ウィーク

11月1日の「灯台記念日」から 11月8日は「海と灯台ウィーク」

海上保安庁や「海と灯台のまち」参画自治体（60市町村）と連携し、
全国の人々に「灯台にいこう！」と呼びかけるキャンペーン。

→2025年度特設サイト

※イベントの開催日程は、事業実施期間中であればいつでも設定可能です。
　ウィーク期間でのイベント実施を必須とするものではありません。 14

https://toudai.uminohi.jp/toudai-week2025/


お問い合わせ先

海と灯台プロジェクト事務局
（一般社団法人　海洋文化創造フォーラム　内）

toudai@umi-nippon.com
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